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資料１



ユースケース②（法人が実施主体となる自家用車のレベル４自動運転）における
課題が生じ得る事例の検討

2

混在空間を実施エリアとする自動運転サービス（例：ロボットタクシー）において
現場での定型的・一般的ではない個別具体的な対応が求められると想定される代表事例を紹介

※1

出典 ※1 令和5年度 第1回調査検討委員会資料3

事例① 利用者の乗降場所に関する対応 事例② 渋滞車列への対応
事例③ 緊急車両への対応 事例④ 人員による誘導への対応



ロボットタクシーの運行における課題が生じ得る代表的な事例
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出典元：https://jidounten-lab.com/u_43175

事例① 利用者の乗降場所に関する対応 事例② 渋滞車列への対応

事例③ 緊急車両への対応 事例④ 人員による誘導への対応

走行経路または分岐路側帯上に
渋滞車列が存在

↓
交通の円滑のための柔軟な対応が困難
（渋滞車列の延長、無理な割込み等）

緊急自動車が接近してきた場合に
自律での対応が困難

警察官や交通巡視員による
交通整理について

自律での対応が困難

出典元：https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kotsu/jikoboshi/torikumi/hand_signal.html

出典元：自工会

出典元：http://119iyo.jp/news/11737/

https://www.automesseweb.jp/2019/08/08/196001

交通規制や路上駐車車両の
存在等により、指定された乗
降場所への停車が不可能な

場合あり
↓

乗降場所の変更に係る
柔軟な対応が困難


